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最最高高茎茎数数
555500～～660000本本／／㎡㎡

穂穂数数
339900本本／／㎡㎡

中中干干しし開開始始 （118本/ｍ）

播播種種量量
22..77kkgg//1100aa

苗苗立立本本数数 穂穂揃揃期期
6600本本//㎡㎡程程度度 44..22～～  44..55程程度度
（12～24本/ｍ）

33..88程程度度

　　播播種種期期 有有効効分分げげつつ期期 幼幼穂穂形形成成期期 穂穂ばばららみみ期期

播播種種後後のの田田干干しし 浅浅水水管管理理 中中干干しし 間間断断かかんん水水 飽飽水水管管理理 湛湛水水管管理理 間間断断かかんん水水 刈刈取取りり
溝溝掘掘りり

初初期期除除草草剤剤散散布布

（（暖暖かかいい日日にに芽芽干干ししすするる））
田田干干しし 散散布布後後

５５～～７７日日間間程程度度 ７７日日間間はは落落水水ししなないい 出出穂穂後後2200日日間間
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㎡㎡当当たたりり
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作作業業
体体系系

●●射射水水市市農農業業技技術術者者協協議議会会
●●射射水水市市　　●●JJAAいいみみずず野野
●●富富山山県県高高岡岡農農林林振振興興セセンンタターー
●●高高岡岡地地域域農農業業共共済済セセンンタターー
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令和７年産コシヒカリ湛水土中直播（カルパー）栽培こよみ
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病病害害防防除除

収収量量構構成成のの目目標標

無効分げつ

重重点点技技術術対対策策
１１ 出出芽芽・・苗苗立立のの確確保保

苗苗立立本本数数：：６６００本本/㎡㎡程程度度

（（１１２２～～２２４４本本/ｍｍ））

○○圃圃場場のの均均平平化化

○○適適正正なな播播種種量量にによよるる苗苗立立確確保保

播播種種量量：：22..77㎏㎏//1100aa
○○播播種種深深度度のの確確保保：：５５～～１１００㎜㎜
○○播播種種後後のの田田干干ししのの徹徹底底

（（５５～～７７日日程程度度））

〇〇田田干干しし後後のの浅浅水水管管理理

（（播播種種後後７７日日後後かからら入入水水すするる））

２２ 適適正正なな葉葉色色へへのの誘誘導導
○○適適正正基基肥肥量量

LLPPｓｓｓｓ直直播播ココシシヒヒカカリリ
粘粘質質土土：：2277kkgg//1100aa

壌壌質質・・砂砂質質土土：：3300kkgg//1100aa
○○適適期期のの中中干干しし

６６月月上上旬旬かからら開開始始

３３ 病病害害虫虫防防除除
○○穂穂いいももちち・・カカメメムムシシ類類等等のの防防除除

（（88月月上上旬旬））

４４ 稲稲体体のの活活力力維維持持
○○幼幼穂穂形形成成期期かからら出出穂穂ままででのの

飽飽水水管管理理
○○出出穂穂後後２２００日日間間のの湛湛水水管管理理

茎茎数数のの推推移移

葉葉色色のの推推移移

【刈取適期】

２次枝梗が

黄化した頃

【飽水管理】

足跡に水が残る

【入水の目安】【播種後の田干し】

亀裂が入る程度

2525
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最最高高茎茎数数
555500～～660000本本／／㎡㎡

穂穂数数
339900本本／／㎡㎡

中中干干しし開開始始 （118本/ｍ）

播播種種量量
22..77kkgg//1100aa

苗苗立立本本数数 穂穂揃揃期期
6600本本//㎡㎡程程度度 44..22～～  44..55程程度度
（12～24本/ｍ）

33..88程程度度

　　播播種種期期 有有効効分分げげつつ期期 幼幼穂穂形形成成期期 穂穂ばばららみみ期期

播播種種後後のの田田干干しし 浅浅水水管管理理 中中干干しし 間間断断かかんん水水 飽飽水水管管理理 湛湛水水管管理理 間間断断かかんん水水 刈刈取取りり
溝溝掘掘りり

初初期期除除草草剤剤散散布布
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温温
処処
理理
済済
みみ

播播種種

・・
加加
温温
処処
理理
しし
たた
種種
子子
はは
、、
１１
日日
以以
内内
でで
播播
種種
すす
るる

種種
子子
のの
加加
温温
処処
理理

月月
旬旬

生生育育期期

作作業業
体体系系

●●射射水水市市農農業業技技術術者者協協議議会会
●●射射水水市市　　●●JJAAいいみみずず野野
●●富富山山県県高高岡岡農農林林振振興興セセンンタターー
●●高高岡岡地地域域農農業業共共済済セセンンタターー

成成
熟熟
期期

99//1133

令和７年産コシヒカリ湛水土中直播（カルパー）栽培こよみ

最最
高高
分分
げげ
つつ
期期

3

66//1122

88//44

77//1155

66//2288

有有
効効
分分
げげ
つつ
期期

77//1155

有有
効効
分分
げげ
つつ
期期

出出芽芽・・苗苗立立期期

病病害害虫虫防防除除

中中 下下 上上 中中

代代かかきき

中中下下
登登熟熟期期
下下 上上 中中 下下

９９　　　　月月 1100月月８８　　　　月月
上上 中中

無無効効分分げげつつ期期

・・
湛湛
水水
管管
理理
でで
登登
熟熟
向向
上上
をを
図図
るる

・・
刈刈
取取
りり
のの
１１
週週
間間
前前
まま
でで
間間
断断
かか
んん
水水
すす
るる

４４　　月月 ５５　　　　月月 ７７　　　　月月
中中 下下上上

荒荒代代

((足足跡跡のの水水がが切切れれなないいよよううにに))
（（落落水水をを急急ががなな

いいよよううにに））

出出
穂穂
後後
２２
００
日日
間間
のの
湛湛
水水
管管
理理

適適
期期
刈刈
取取
りり

・・
雑雑
草草
のの
発発
生生
状状
況況
にに
応応
じじ
てて
、、
中中
期期
除除
草草
剤剤
をを
散散
布布
すす
るる

除除
草草
剤剤
散散
布布

・・
幼幼
穂穂
形形
成成
期期
以以
降降
はは
飽飽
水水
管管
理理
にに
よよ
りり
稲稲
体体
のの

生生
育育
にに
応応
じじ
たた
追追
肥肥

・・
出出
穂穂
７７
日日
前前
のの
葉葉
色色
がが
　　
以以
下下
（（
砂砂
壌壌
土土
　　
以以
下下
））
のの

下下

　　
圃圃
場場
はは
、、
出出
穂穂
３３
日日
前前
まま
でで
にに
追追
肥肥
すす
るる

３３月月
上上

圃圃
場場
選選
定定

・・
直直
播播
栽栽
培培
すす
るる
圃圃
場場
はは
、、
漏漏
生生
籾籾
にに
よよ
るる
異異
品品
種種
のの
混混
入入
をを
防防
ぐぐ
たた
めめ

　　
前前
年年
とと
同同
品品
種種
まま
たた
はは
転転
作作
ああ
とと
田田
とと
すす
るる

病病害害防防除除

収収量量構構成成のの目目標標

無効分げつ

重重点点技技術術対対策策
１１ 出出芽芽・・苗苗立立のの確確保保

苗苗立立本本数数：：６６００本本/㎡㎡程程度度

（（１１２２～～２２４４本本/ｍｍ））

○○圃圃場場のの均均平平化化

○○適適正正なな播播種種量量にによよるる苗苗立立確確保保

播播種種量量：：22..77㎏㎏//1100aa
○○播播種種深深度度のの確確保保：：５５～～１１００㎜㎜
○○播播種種後後のの田田干干ししのの徹徹底底

（（５５～～７７日日程程度度））

〇〇田田干干しし後後のの浅浅水水管管理理

（（播播種種後後７７日日後後かからら入入水水すするる））

２２ 適適正正なな葉葉色色へへのの誘誘導導
○○適適正正基基肥肥量量

LLPPｓｓｓｓ直直播播ココシシヒヒカカリリ
粘粘質質土土：：2277kkgg//1100aa

壌壌質質・・砂砂質質土土：：3300kkgg//1100aa
○○適適期期のの中中干干しし

６６月月上上旬旬かからら開開始始

３３ 病病害害虫虫防防除除
○○穂穂いいももちち・・カカメメムムシシ類類等等のの防防除除

（（88月月上上旬旬））

４４ 稲稲体体のの活活力力維維持持
○○幼幼穂穂形形成成期期かからら出出穂穂ままででのの

飽飽水水管管理理
○○出出穂穂後後２２００日日間間のの湛湛水水管管理理

茎茎数数のの推推移移

葉葉色色のの推推移移

【刈取適期】

２次枝梗が

黄化した頃

【飽水管理】

足跡に水が残る

【入水の目安】【播種後の田干し】

亀裂が入る程度 最最高高茎茎数数
555500～～660000本本／／㎡㎡

穂穂数数
339900本本／／㎡㎡

中中干干しし開開始始 （118本/ｍ）

播播種種量量
22..77kkgg//1100aa

苗苗立立本本数数 穂穂揃揃期期
6600本本//㎡㎡程程度度 44..22～～  44..55程程度度
（12～24本/ｍ）

33..88程程度度

　　播播種種期期 有有効効分分げげつつ期期 幼幼穂穂形形成成期期 穂穂ばばららみみ期期

播播種種後後のの田田干干しし 浅浅水水管管理理 中中干干しし 間間断断かかんん水水 飽飽水水管管理理 湛湛水水管管理理 間間断断かかんん水水 刈刈取取りり
溝溝掘掘りり

初初期期除除草草剤剤散散布布

（（暖暖かかいい日日にに芽芽干干ししすするる））
田田干干しし 散散布布後後

５５～～７７日日間間程程度度 ７７日日間間はは落落水水ししなないい 出出穂穂後後2200日日間間

・・
２２
回回
目目
……
１１
回回
目目
のの
７７
日日
後後
　　
ララ
ブブ
ササ
イイ
ドド
ＫＫ
２２
フフ
ロロ
アア
ブブ
ルル

飽飽
水水
管管
理理

　　
活活
力力
をを
維維
持持
すす
るる

幼幼
穂穂
形形
成成
期期

上上
６６　　　　月月

5

4

出出
穂穂
期期

基基
本本
防防
除除

・・
６６
月月
上上
旬旬
まま
でで
遅遅
れれ
ずず
にに
中中
干干
しし
をを
開開
始始
すす
るる

　　
たた
めめ
、、
耕耕
起起
前前
にに
高高
低低
差差
をを
なな
くく
すす

2222..00((ｇｇ))

・・
中中
干干
しし
後後
はは
間間
断断
かか
んん
水水
をを
行行
うう

・・
雑雑
草草
のの
種種
類類
やや
大大
きき
ささ
にに
合合
わわ
せせ
てて
除除
草草
剤剤
をを
散散
布布
すす
るる

・・
浅浅
水水
管管
理理
でで
早早
期期
にに
茎茎
数数
をを
確確
保保
すす
るる

・・
種種
子子
おお
よよ
びび
肥肥
料料
がが
落落
下下
しし
てて
いい
るる
かか
必必
ずず
確確
認認
すす
るる

播播
種種
作作
業業

水水管管理理

浅浅
水水
管管
理理
のの
徹徹
底底

※※
防防
除除
ここ
よよ
みみ
をを
参参
照照

・・
圃圃
場場
全全
体体
をを
均均
一一
にに
干干
すす
たた
めめ
、、
播播
種種
後後
早早
めめ
にに
溝溝
をを
掘掘
りり
、、

中中
干干
しし

栽栽
　　
培培
　　
管管
　　
理理
　　
のの
　　
ポポ
　　
イイ
　　
ンン
　　
トト

・・
圃圃
場場
全全
体体
をを
均均
一一
にに
干干
すす
たた
めめ
、、
播播
種種
後後
早早
めめ
にに
溝溝
をを
掘掘
りり
、、

圃圃
場場
のの
均均
平平

播播
種種
後後
５５
～～
77
日日
間間
のの
田田
干干
しし
のの
徹徹
底底

((本本))

目目標標

・・
播播
種種
のの
３３
～～
４４
日日
前前
にに
代代
かか
きき
をを
行行
うう

・・
少少
なな
いい
水水
でで
代代
かか
きき
しし
、、
均均
平平
にに
努努
めめ
、、
練練
りり
すす
ぎぎ
にに
注注
意意
すす
るる

・・
圃圃
場場
のの
均均
平平
がが
出出
芽芽
揃揃
いい
やや
除除
草草
管管
理理
等等
にに
大大
きき
くく
影影
響響
すす
るる

8855

代代
かか
きき
作作
業業

551100

登登熟熟歩歩合合

項項目目

339900

一一穂穂粒粒数数

㎡㎡当当たたりり
着着粒粒数数

収収量量（（㎏㎏//1100aa))

((粒粒))

㎡㎡当当たたりり
穂穂数数

㎡㎡当当たたりり
穂穂数数

((百百粒粒))

玄玄米米千千粒粒重重

・・
土土
壌壌
分分
析析
結結
果果
にに
基基
づづ
きき
、、
土土
づづ
くく
りり
をを
行行
うう

・・
荒荒
代代
後後
はは
浅浅
水水
でで
湛湛
水水
しし
、、
雑雑
草草
のの
発発
芽芽
をを
促促
すす

・・
１１
回回
目目
……
出出
穂穂
直直
前前
　　
ビビ
ーー
ムム
エエ
イイ
トト
スス
タタ
ーー
クク
ルル
ゾゾ
ルル

・・
生生
育育
量量
をを
確確
保保
すす
るる
たた
めめ
、、
播播
種種
はは
４４
月月
　　
日日
～～
５５
月月
　　
日日
にに
行行
うう

・・
６６
月月
上上
旬旬
まま
でで
にに
溝溝
掘掘
りり
をを
行行
うう

7700

227733

　　
落落
水水
すす
るる

・・
除除
草草
効効
果果
をを
高高
めめ
るる
たた
めめ
、、
散散
布布
後後
１１
週週
間間
はは
落落
水水
・・
かか
けけ
流流
しし
をを
しし
なな
いい

((％％))

秋秋
耕耕
しし
・・
土土
壌壌
改改
良良
資資
材材
のの
散散
布布

・・
黄黄
化化
率率
　　
　　
　　
％％
程程
度度
まま
でで
十十
分分
登登
熱熱
ささ
せせ
てて
刈刈
りり
取取
るる

・・
カカ
メメ
ムム
シシ
がが
多多
発発
しし
たた
場場
合合
はは
３３
回回
目目
のの
防防
除除
をを
行行
うう
。。

・・
鞘鞘
葉葉
がが
出出
揃揃
いい
、、
スス
ジジ
状状
にに
なな
っっ
たた
らら
入入
水水
すす
るる

・・
圃圃
場場
全全
体体
にに
亀亀
裂裂
がが
入入
るる
まま
でで
、、
田田
干干
しし
すす
るる

荒荒代代

……
JJ
AA
にに
てて
加加
温温
処処
理理
済済
みみ

播播種種

・・
加加
温温
処処
理理
しし
たた
種種
子子
はは
、、
１１
日日
以以
内内
でで
播播
種種
すす
るる

種種
子子
のの
加加
温温
処処
理理

月月
旬旬

生生育育期期

作作業業
体体系系

●●射射水水市市農農業業技技術術者者協協議議会会
●●射射水水市市　　●●JJAAいいみみずず野野
●●富富山山県県高高岡岡農農林林振振興興セセンンタターー
●●高高岡岡地地域域農農業業共共済済セセンンタターー

成成
熟熟
期期

99//1133

令和７年産コシヒカリ湛水土中直播（カルパー）栽培こよみ

最最
高高
分分
げげ
つつ
期期

3

66//1122

88//44

77//1155

66//2288

有有
効効
分分
げげ
つつ
期期

77//1155

有有
効効
分分
げげ
つつ
期期

出出芽芽・・苗苗立立期期

病病害害虫虫防防除除

中中 下下 上上 中中

代代かかきき

中中下下
登登熟熟期期

下下 上上 中中 下下
９９　　　　月月 1100月月８８　　　　月月

上上 中中
無無効効分分げげつつ期期

・・
湛湛
水水
管管
理理
でで
登登
熟熟
向向
上上
をを
図図
るる

・・
刈刈
取取
りり
のの
１１
週週
間間
前前
まま
でで
間間
断断
かか
んん
水水
すす
るる

４４　　月月 ５５　　　　月月 ７７　　　　月月
中中 下下上上

荒荒代代

((足足跡跡のの水水がが切切れれなないいよよううにに))
（（落落水水をを急急ががなな

いいよよううにに））

出出
穂穂
後後
２２
００
日日
間間
のの
湛湛
水水
管管
理理

適適
期期
刈刈
取取
りり

・・
雑雑
草草
のの
発発
生生
状状
況況
にに
応応
じじ
てて
、、
中中
期期
除除
草草
剤剤
をを
散散
布布
すす
るる

除除
草草
剤剤
散散
布布

・・
幼幼
穂穂
形形
成成
期期
以以
降降
はは
飽飽
水水
管管
理理
にに
よよ
りり
稲稲
体体
のの

生生
育育
にに
応応
じじ
たた
追追
肥肥

・・
出出
穂穂
７７
日日
前前
のの
葉葉
色色
がが
　　
以以
下下
（（
砂砂
壌壌
土土
　　
以以
下下
））
のの

下下

　　
圃圃
場場
はは
、、
出出
穂穂
３３
日日
前前
まま
でで
にに
追追
肥肥
すす
るる

３３月月
上上

圃圃
場場
選選
定定

・・
直直
播播
栽栽
培培
すす
るる
圃圃
場場
はは
、、
漏漏
生生
籾籾
にに
よよ
るる
異異
品品
種種
のの
混混
入入
をを
防防
ぐぐ
たた
めめ

　　
前前
年年
とと
同同
品品
種種
まま
たた
はは
転転
作作
ああ
とと
田田
とと
すす
るる

病病害害防防除除

収収量量構構成成のの目目標標

無効分げつ

重重点点技技術術対対策策
１１ 出出芽芽・・苗苗立立のの確確保保

苗苗立立本本数数：：６６００本本/㎡㎡程程度度

（（１１２２～～２２４４本本/ｍｍ））

○○圃圃場場のの均均平平化化

○○適適正正なな播播種種量量にによよるる苗苗立立確確保保

播播種種量量：：22..77㎏㎏//1100aa
○○播播種種深深度度のの確確保保：：５５～～１１００㎜㎜
○○播播種種後後のの田田干干ししのの徹徹底底

（（５５～～７７日日程程度度））

〇〇田田干干しし後後のの浅浅水水管管理理

（（播播種種後後７７日日後後かからら入入水水すするる））

２２ 適適正正なな葉葉色色へへのの誘誘導導
○○適適正正基基肥肥量量

LLPPｓｓｓｓ直直播播ココシシヒヒカカリリ
粘粘質質土土：：2277kkgg//1100aa

壌壌質質・・砂砂質質土土：：3300kkgg//1100aa
○○適適期期のの中中干干しし

６６月月上上旬旬かからら開開始始

３３ 病病害害虫虫防防除除
○○穂穂いいももちち・・カカメメムムシシ類類等等のの防防除除

（（88月月上上旬旬））

４４ 稲稲体体のの活活力力維維持持
○○幼幼穂穂形形成成期期かからら出出穂穂ままででのの

飽飽水水管管理理
○○出出穂穂後後２２００日日間間のの湛湛水水管管理理

茎茎数数のの推推移移

葉葉色色のの推推移移

【刈取適期】

２次枝梗が

黄化した頃

【飽水管理】

足跡に水が残る

【入水の目安】【播種後の田干し】

亀裂が入る程度

● 射 水 市 農 業 技 術 者 協 議 会
● 射 水 市 　　● J A い み ず 野
● 富山県高岡農林振興センター
● 高 岡 地 域 農 業 共 済 セ ン タ ー
● 全 　 農 　 と 　 や 　 ま

8585
～～
9090

4.04.0

4.24.2


